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平成7年 度 も終 わりに近づ き、 この重点領域研究が恒例とす るシンポジウムを開催すること

になった。今年 はBO2班 の山影 さん とBOI班 の西村 さんのご尽力で、 「地域連関」を主題 と し

て組織 していただいた。今回のシンポジウムの特色 は、 「東南ア ジア」を 「形成 された もの」

として捉える点にある。 これは、この重点領域研究の もう一つの柱である、生態環境に着目 し

て東南 アジアを位置づ けようとする考え方 とは、ある意味では対立する局面を含む発想で もあ

る。生態を重視 して社会を捉える根底 には、 「東南アジアは元々存在す る」 という考え方があ

るか らだ。

「東南アジア」をどう考えるかが、この一見 くい違 う考え方を整理す るカギになるだろう。

「存在する東南アジア」と 「形成 され る東南アジア」をめ ぐる議論が展開されることになるか

と思 うが、 この議論は地域研究にとっては、今や古 くなった言葉で言えば、下部構造と上部構

造を繋 ぐ大事な作業になるか もしれない。地域の設定、あるいは認識 において、地域連関が ど

のような位置づ けを与え られるか も興味深い。

この重点領域研究 も、まもな く最終年度 を迎えよ うとし、地域研究が次第に輪郭を明 らかに

して きた過程が見えるような気がす る。二 日間の シンポジウムが有意義 に進行す ることを念 じ、

挨拶に代えさせていただ きた く思 う。
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